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資　料　編
１　用語集

ここでは本計画書に記載されている考古学及

び埋蔵文化財、整備等に関する専門用語につい

て解説します（50 音順）。

１　アウトリーチ

博物館が地域の人々や児童・生徒の学習拠点

である公民館等の地域や学校へ出かけて行う展

示や学習支援活動です。

２　遺跡

過去の人々の活動痕跡を示す遺構（地面を

掘削した構築物等の不動産）と遺物（土器な

どの動産）の総称。貝塚や古墳のように地表

に表出しているものの他、地下に埋蔵されて

いるものもあり「埋
まいぞうぶんかざい

蔵文化財」とも呼ばれま

す。現在把握されている埋蔵文化財は「周
しゅうち

知の

埋
まいぞうぶんかざいほうぞうち

蔵文化財包蔵地」と呼ばれ、そこで掘削を伴

う開発を行う場合は、文化財保護法により届出

を行う必要があります。

３　柄
えかがみがた

鏡形住居

平面形が円形の竪穴に溝状の張
はりだしぶ

出部が取り付

けられた住居跡で、その床面の形が柄の付いた

鏡に似ていることから、そう呼ばれています。

柄のような張出部は出入口と考えられています。

この形の住居が作られた時期は縄文時代中期末

葉から後期前葉までの間に限られ、関東地方と

中部地方に多く分布します。

４　ＡＲ（エーアール）

Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ Ｒｅａｌｉｔｙの略。仮

想空間の情報やコンテンツを現実世界に重ね合

わせて表示することなどにより、現実を拡張す

る技術や仕組みです。

５　貝塚

遺構の種類の１つで、主に過去の人間が食べ

た貝を廃棄したまとまりの総称。台地上の遺跡

では溶けてなくなってしまう動物の骨などの自

然遺物が残され、過去の人々の食生活などをよ

りよく知ることができます。遺構等に廃棄され

たそれぞれの貝のまとまりについては「貝
かいそう

層」

と呼びます。

６　環状集落

縄文時代前期以降に、東日本を中心に発達し

た集落形態。集落の中央を広場とし、その周囲にお

墓や住居などを円形に配置します。地域の拠点集落

に認められることが多いです。

７　骨
こ っ か く し が

角歯牙製品

動物の骨や角、牙を素材として利用した道具で

す。ヤスや銛
もりさき

先など刺突具の他、耳飾やかんざし、

腰飾りなどの装飾品など、多くの製品が見られま

す。

８　史跡

文化財保護法で規定された文化財の１つの種類

である記念物の内、貝塚、古墳、都城などの遺跡で、

歴史上又は学術上価値の高いものについて文部科

学大臣が指定するものです。その中でもとくに重要

なものは「特別史跡」となります。史跡に指定され

ると史跡の現状変更を行う場合は許可制となり、保

護が図られます。

９　縄
じょうもんかいしん

文海進

今から 1 万年以上前の最終氷期以降の地球規模

の気候の温暖化に伴い、北半球に発達していた氷

河が溶け、海水面が上昇した現象を指します。約

7000 年前頃になると、海面が現在よりも２～３メー

トル高くなり、 日本列島の各地で海水が陸地奥深

くへ浸入し、複雑な海岸線をもつ入江が形成されま

した。その後の海水面の低下に伴い、入江に干潟が

形成され、貝塚が多く作られるようになり、海産資

源の利用が活発化していきます。

10　縄文時代 　

最新の自然科学的年代測定によると、今から約

16,000 年前から 2,500 年前にかけて、日本列島に

展開された狩猟採集を主な生業とし、土器の出現か

ら稲作の開始までの時代に相当します。土
ど き け い し き

器型式

（土器の形や文様等を基にした分類で、時間の物差

しや地域のまとまりを表す）に基づき、「草創期」「早

期」「前期」「中期」「後期」「晩期」の６時期に大別

されます。

山野貝塚は、中期末葉加
か そ り

曽利Ｅ式期から土器が

出土するようになり、後期前葉堀
ほりのうち

之内式期に最盛期

を迎え、晩期中葉前
まえうら

浦式期まで集落が営まれたと考

えられます。

11　石器・石製品

石を素材とし、加工や使用による人為的な痕跡

が認められる道具で、剥
はくへん

片石器（石を打ち欠いた
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破片を素材として加工した石器）と礫
れき

石器（礫

をそのまま利用して加工、使用した石器）があ

ります。前者は、狩猟に利用された石
せきぞく

鏃、動物

の解体に利用された石
いしさじ

匙、土堀具と考えられる

打
だ せ い せ き ふ

製石斧、木の伐採、加工に利用されたと考え

られる磨
ま せ い せ き ふ

製石斧などがあります。後者は、植物

を加工した磨
すりいし

石、石
いしざら

皿、モノを研いだ砥
と い し

石など

があります。

また、実用品ではなく、お祭りに利用された

と考えられる、石
せきぼう

棒、石
せっけん

剣、独
どっこいし

鈷石などもあり

ます。

12　竪穴住居跡

地面を掘りくぼめて平らな床面をつくり、そ

の上に屋根をかけた構造を有する建物。縄文時

代の竪穴住居跡は、床面に柱穴、炉などが見ら

れます。

13　中央窪地型集落

集落の中心部が窪み、その周囲に高まりが巡

る集落形態で、縄文時代後期以降の関東地方に

特徴的に認められます。周囲の高まりから住居

等の遺構が発見される一方、中央窪地から遺構

が検出される例は少ない傾向にあります。また、

中央窪地内からは晩期の遺物が多く出土する傾

向があります。中央窪地の形成要因として、人

工的に掘り窪められたとする説がある一方、自

然地形によるものとする説もあります。

14　土坑・ピット

地面を掘りくぼめた穴の総称。一般的に大形

のものを土坑、小形のものをピットと呼んでい

ます。土坑の用途として、食物を蓄える貯蔵用

の穴やお墓などがあります。

15　土製品

粘土を素材としてつくられた道具で、代表

的なものとしてお祭りに利用されたと考えられ

る土
ど ぐ う

偶や装飾品として利用された耳
みみかざり

飾がありま

す。漁網の重りとして利用されたと考えられる

土
ど き へ ん す い

器片錘という、土器片を二次利用した道具も

あります。

16　発掘調査

周知の埋蔵文化財包蔵地において、地面を掘

削し、遺跡の内容を把握するために実施する調

査。行政が埋蔵文化財保護のために行う発掘調

査として、保存目的調査と記録保存調査があり

ます。

保存目的調査は、重要と思われる遺跡の現状保

存を目的として、遺跡の内容や範囲を把握するため

に行います。

一方、記録保存調査は、開発事業に伴い現状保

存が不可能な埋蔵文化財の記録を作成するために

行います。

発掘調査の方法として、遺跡の内容や広がりを

確認するための「確認調査」と確認調査に伴い遺構、

遺物が発見され、現状保存が不可能な際に実施され

る「本調査」があります。

17　ＶＲ（ブイアール）

Ｖｉｒｔｕａｌ Ｒｅａｌｉｔｙの略。コン

ピュータによって創り出された仮想的な空間など

を現実であるかのように疑似体験できる仕組み。

18　盛土遺構

遺跡内に形成された高まりの内、人為的に移動

されたと考えられる土層を含む遺構を指します。高

まりの形成要因として、人為的な盛土の他、居住施

設の累積によるもの等との考えもあります。
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